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令和７年度 第２回 新見市地域公共交通会議議事録 

日時  令和 7年 9月 25日（木）13：30～15：40 

会場  新見市役所南庁舎 1階会議室 1C 

 

１. 開 会 

会議の成立を報告 

 

２. 会長挨拶 

 

３. 報告事項（1件） 

 １）芸備線再構築協議会及び幹事会について 

 ・ 事務局より資料１・２により報告 

   （会 長）  45 ページのところに、日程がついていてこういう形でやるのかなという話

なんですが、実証実験 A は 1 年やってると、令和 8 年度の、途中まで行く

ような感じになりますけども。 

これ 8 年度中に、本当は 3 年間でということなんで結論出すという話では

あったと思いますけども、そういう方向で動いてると、要するに 8 年度末

には結論が出て、9 年からはそれが実行されるという認識でよろしいでし

ょうか。  

（事務局）  構成員間で、概ね 3 年を目処にということで、令和 8 年度末に向けて、一

定の結果を、出していくということは合意されておりますが、様々な要因

がございますので、スケジュールありきではなくて、議論を深めていくと

いうことも、構成員間で話し合いをしております。 

なので 3 年間、8 年度末に向けて、協議を進めているというところでござ

います。 

（会 長）  実証実験ＡとＢがありますよね。 

Ａの方が鉄道を強化するということで少し便数を増やしている。 

Ｂの方はバスの方の実験だろうと思っているんですけども、我々に直接的

に目の前で関わってくるのはこのＢの方かなと思っていて、このＢの方っ

て、まだ具体的な検討何も始まってないということでいいんですかね。 

要は、この実験のためだけに何かが特別に走り始めるみたいなことがある

んだろうと思うんですけども、それってどんなものが今議論されてるのか

なっていうのを教えてください。 

   （事務局）  実証事業Ｂについてですが、現時点での議論の進捗状況をご説明しますと、

皆さん大体別の交通モードという言われ方をしますと、バスが頭に浮かぶ

のじゃないかなと思うのですが、現在はその交通モードを何にするかとい

うところも含めて議論をしております。 

その議論をした上で、例えばバスとかいう結論に、結びつくのかなと思い
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ますが、今度はそれを使って実証 A と比較していくっていうところが出て

くると思います。 

その検証方法について協議会の構成員間で、どういった方法が効果が測れ

るのかというところを検討している途中でございます。 

    

４. 協議事項（5件） 

１）新見市予約型乗合タクシー「哲多乗合タクシー」の本格運行について 

２）ふれあい送迎バスの路線廃止について（哲多地域） 

・ 事務局より資料３・４により説明 

（委 員）  乗合タクシーに伴いふれあい送迎バスの廃止ということなんですけど。 

この期間ふれあい送迎バスを利用された方はほとんどいなかったとか何か

その辺の状況はわかりますでしょうか。 

（事務局）  ふれあい送迎バスは、昨年の実証運行開始のときから休止をしておりまし

て、1 年間の休止をふまえて、本格実施運行となることに伴いまして、ここ

で廃止するものなので、去年 1 年間は走っておりません。 

（委 員）  神郷の方だと朝夕の市営バスが残った状態で乗合タクシーをされてるかと

思うんですが、哲多の方もそうなってるんですかね。 

（事務局）  神郷地域と同様で哲多地域におきましても朝晩の市営バスは残っておりま

す。 

あと市営バスとは違うんですけれども、備北バスが運行されてる路線バス

の方もそのまま残っているというような状況でございます。 

   （委 員）  哲多のふれあい送迎バスはいろいろ路線があって 1 週間されたと思うんで

すが、1 日 5 台の乗合タクシーの確保と比較した場合コストというのはど

うなってるんでしょうか。 

（事務局）  コスト面から言いますと、今まで 1 日 1 路線ということで走ってたのと比

べますと、やはりコストの面においては高くなっているというのが実情で

はございますが、乗っていただける方についても、全然数が違うんです。 

先ほど説明さしていただいた通り、今まだ半年弱なんですがもうすでに

1300 人の方が利用されているということで、ふれあい送迎バスでしたら令

和 5 年度の実績でいうとおそらく年間 200 人ぐらいだったと思うんです。 

コスト的にはたくさんかかるようになるんですが、おうちの方まで行くと

いうことでのサービスの向上っていうのがありますので、そこの分はちょ

っと致し方がないのかなというふうに考えております。 

   （委 員）  利用者当たりのコストは下がってるっていう考え方ですね。 

それからもう 1 点なんですけど、子供の料金 150 円で手帳を持ってたら半

額 75 円ということですか。 

   （事務局）  その通りでございますが、切り上げで 80 円となります。 

   （委 員）  53 ページからアンケートを紹介いただいてるんですけど 55 ページの、公

共交通の利用状況ってこれのちょっと見方がよくわからないんですけど。 
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公共交通を利用した利用していないっていうのは、どのぐらいの期間のイ

メージで聞いてるものなんですかね。 

要は、1 週間の中で 1 回使ったなら、もう利用したってなるのか。 

その 1 ヶ月で 1 回使ったらもう利用者ってなるのかちょっとどういう聞き

方をされてるものか教えてもらえますでしょうか。 

   （事務局）  こちらの質問につきましては 1 年以内に利用したことがあるかどうかとい

う質問になっております。 

ここには載っていないんですがその後の質問で、何日間利用したか、いう

ような質問は別でとるような形になっております。 

（委 員）  52 ページに、利用状況ということで、1 日当たり何人というのは出てるん

ですけど、乗合タクシーの乗合率というのはどんなもんなんですかね。 

他の地域と比べて高いとか低いとかそういうのもあれば教えて欲しい。  

   （事務局）  こちらの方には乗合率っていうのは、確かに書いてません。 

1 日あたりっていうのは 6 台運行してましてそれの合計ということで書い

てます。 

乗合率といたしましては、実質には、1.5 人前後ということになってます。 

他の地域と比べますと、若干少ないかっていうところでございまして、今

一番多い乗合率で言いますと、神郷地域・新見北部地域は、利用率はすご

い高い状況ではございますが、全体といたしましては平均かちょっと低い

かというところでございます。 

   （委 員）  他の地域での今までの流れで言うと、実証運行から本格運行になって、認

知度がさらに上がっていけばいくほど乗合率が上がっていくみたいなそん

な傾向ですか。 

   （事務局）  そうです。それと昨年度から AI 配車システムを入れたので、その関係で若

干上がってるということもあると思います。 

   （委 員）  本格運行で、運行区域を変える話で井倉駅を乗り降りできるようにしてく

ださるということで、我々もありがたいなと思うんですけど、石蟹駅は需

要はどうですかね。 

何となくありそうかなと思ったんすけど石蟹駅が入っていなかったので何

か理由とかあれば教えてください。 

   （事務局）  石蟹駅については、この図面を見ていただきますと、まず指定乗降場所の

エリアには入ってません。井倉駅はもともとエリアに入っていたので、乗

降場所と設定しておりましたが、石蟹駅は、エリアに入っていませんので、

サンパークは、区域外の指定乗降場所ということにしておりますが、石蟹

駅はしていなかったということが、現状でございます。 

   （委 員）  哲多にお住まいの皆さんの需要っていうのはあんまり分かってなくて恐縮

ですけど、石蟹駅が使えた方が良いっていう声はないんですか。 

   （事務局）  今まで乗合タクシーが走ってなかったときは、哲多地域の 63 ページの図で

言うところの、哲多支局とか本郷地域からもう少し南からの方については、
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石蟹駅を使われてるっていうのがたくさんありました。 

蚊家の方も、石蟹駅いうことです。 

あと井倉地域に近い哲多地域の右側のエリアについては、前から井倉駅の

利用が多かったということで、今までも行ってなかったっていうのもあっ

て、そっから先の、例えばサンパークに行かれてから、「ら・くるっと」で

行かれてみたり、タクシーで石蟹駅に行かれてみたりっていう方は何人か

いらっしゃると思うんですけれども、石蟹駅を使う場合っていうのが、岡

山方面へ出られたいということがありまして、説明会の中でも井倉駅に行

っていただくことで、1 区間分の金額は安くはなるといった話をさせてい

ただいて、それから、石蟹駅はあまり話に出てこなくなりました。 

そういうこともありまして、石蟹駅は除かせていただいて井倉駅を入れて

いただいてるということでございます。 

   （委 員）  今後、どこかでまた見直しのタイミングとかあるようであれば、鉄道とつ

ないでいただいた方が、利用促進も考えやすいかなと思いますのでぜひご

検討をお願いできればと思います。 

（事務局）  本格運行ですべてが決まるというわけではなく、そういう声が出てきまし

たら柔軟に対応させていただければと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

【協議事項承認】 

 

３）新見市予約型乗合タクシー「新見南部乗合タクシー（仮称）」の実証運行について 

４）ふれあい送迎バスの路線休止について（新見南部地域） 

・ 事務局より資料５・６により説明 

   （専門員）  73 ページにあります（8）の運行車両と事業主体運行主体と書いてありま

すけれども、この運行主体でタクシー事業者を予定というところなんです

が、運行開始が 11 月からで、もう 10 月になりそうというところなんすけ

どこれは、今から調整してタクシー事業者が受けていただけるかどうかっ

てのは大丈夫なんですか。 

（事務局）  こちらの方では明確にまだ手続きといたしまして、随意契約ということで

今うちの方で準備しているんですが、そこの部分がまだ終わってないとい

うことでこういう書き方をさせていただいています。 

（専門員）  わかりました。その上でお伺いするんですけども、運行車両 4 台これ運行

事業者の所有車両を、用いるということで場合によったら緑ナンバーのタ

クシーも用いるのかと思うんですけど、これは普段のタクシー事業に影響

が出ない範囲内の 4 台という認識でよろしいですか。本来のタクシー事業

に影響が出るのはよくないと思ってるんですけどそのあたりの状況だけ教

えてください。 

（事務局）  こちらの方もですね、協議を行ってる中で、実際そのタクシー事業者 4 社
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おられるんですが、それぞれの方に聞いて調整させていただいたところそ

こには影響はないというところで確認はしております。 

（委 員）  備北バスの運行ダイヤが、一部日中の部分が休止になるということで書か

れてるんですが、平日だけとはいえ観光利用もあられるのかなと思うので

その辺の、告知なりをしっかりされる予定はあるんでしょうか。 

（事務局）  おっしゃられる通り乗合タクシーが運行するのが、平日のみとなっており

ますので、備北バスの便を休止するのは平日のみ、土日につきましては、

このまま運行することとなっております。 

また、平日につきましては、例えば観光利用の来訪者がいらっしゃったと

きに、例えばですね、いわゆる満奇洞線でございますが、満奇洞に観光に

行かれる場合ですと、あらかじめ井倉駅に乗合タクシーを呼んでいただき

まして、乗合タクシーを使って、満奇洞まで行っていただければというふ

うに考えております。 

乗合タクシーは、当然市民の方だけでなく、どなたでもご利用いただけま

す。ただ、井倉駅に着いてから呼んだのではそこまで来る時間のロスがあ

ってはいけませんので、例えば岡山駅に到着したときに、もう井倉駅到着

時間に合わせ、乗合タクシーを配車をしていただきまして、井倉駅で降り

たらすぐ乗れるようにというところを、観光で来訪される方にも、市の方

もＰＲをしていく必要があると考えております。 

（委 員）  特に外部からのお客様になるかと思いますんで、その辺りしっかり事前に

登録して利用されることを告知しておかないとちょっと使いづらいのかな

と思いますので、そこしっかりしていただければと思いますのでよろしく

お願いします。 

（会 長）  満奇洞の紹介されてるホームページだとかですね、そこにしっかり書かな

いと、遠くから来た人はそんな状態になるなんて想定もしてないはずなの

で、満奇洞を推しているページでいろいろあると思いますので、そこに全

部書いていただくように、お願いしたいなと思います。 

（委 員）  バスの満奇洞線の休止に関する日程的なものは、いつからこれは休止とい

う方向で考えておられるか確認でお願いします。 

（事務局）  こちらにつきましては、今までですと市営バスの休止であったり、ふれあ

いバスの休止ということで、市が運行主体になりますので、こちらの方は

11 月 1 日から運行休止ということをしていたんですが、今回につきまして

は、民間の運行事業者なので備北バスの休止部分については来年の 4 月、

ふれあいバスについては、11月から即時休止ということで考えております。

ダブる期間があるんですが、周知期間等も含めまして、半年間は同時並行

で動かしていくということになっております。 

（専門員）  先ほど、乗合タクシーをあらかじめ井倉駅に呼んで、満奇洞へ行けるよう 

にしておくっていう話があったんですけど、その他の箇所にも行くことが 

できるんですか。 
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（事務局）  基本的には 72 ページの下の（3）の指定乗降場所に書いてあるところが乗

降の対象となりまして、あとこれプラス、ご本人のご自宅というのが入り

ます。 

例えば周遊をするような場合ですと、1 乗車が 300 円という整理にしてお

りまして、この 1 乗車というのが、例えば目的地に行く間にＡＴＭでお金

をおろすなど概ね 5 分以内の立ち寄りはＯＫなんですが、そこで 30 分用

事をして、次のところに行くという場合は、2 回乗っていただくというよ

うな整理としております。 

（会 長）  先ほど、ご本人の自宅までは行きますみたいな話だったんですけど、ご本

人じゃない人の自宅には行けないんですかね。例えば友達だとか、関西か

ら来て何とかさん家へ行きたいみたいな人だとか、要は、こういう公共施

設みたいなところしか行けない話なのか、個人宅行けるのかみたいな話な

んですけど。 

（事務局）  基本的には、友人のお宅だとかっていうことは今の段階では認めておりま

せん。それを認めてしまいますとタクシー事業と全く同じようになってし

まいますので、そこは差別化いうことで、行かせないということでしてお

ります。 

（会 長）  それが多分適切なんだろうなと思いますので、むしろそれをきちんと強調

してる、ＰＲをしてくださってるかなっていうのが心配になりまして聞い

てみましたけども、よろしくお願いします。 

あともう 1 つだけ、これ今回民間のバス路線を原則として休止ということ

にしておりますけども、休止した場合に、その車両だとか運転手だとか、

これはどういうふうに活用されるんでしょうか。 

ただでも乗務員不足だとかみたいな話あるんだけど、ここで止まった車両

は別のところをもっと走って便利なところができますみたいな話なのか、

ただ単に休んでるのか、どういうような形になるんでしょうか。 

（事務局）  これは次の議第 5 号にも関係してくることなんですけれども、こちらの、

路線の休止を活用して、次の議案第 5 号の方に回させていただくというこ

とで、車両の方とかまた調整はいるんですけれども乗務員の方については

そういうことで、運行事業者とは調整をさせていただいております。 

（委 員）  質問とは違うんですが、3 号 4 号、決まった上でなんですが、今、法曽地区

が哲多の方から外れるということなんで、運行事業者がエリアで違うこと

を、そこを明確に 11 月から変わるんだよっていうことを周知していただけ

ればと思いますので、よろしくお願いします。 

（事務局）  そちらの方につきましては 11 月の市報であったり、あと車内掲示も今から

しっかりさせていただいて、広報に努めさしていただきますと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

 

【協議事項承認】 
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５）市街地循環バスの利便性向上に向けた路線、運行方法等の追加及び変更について 

・ 事務局より資料７により説明 

   （委 員）  内回り外回りができて大方 2 倍ぐらいの、運行になるのかなとは思うんで

すが、タクシー屋さんとしてはですね、市街地中心部の、仕事を非常に圧

迫することがまた 1 個増えるんじゃないかなということで、懸念がありま

す。 

そもそも「ら・くるっと」ができたときに、僕反対したんですが、全会一

致で決定って報道されまして、反対しなかったのかって僕すごい言われた

んすよ。 

ああいう報道されると非常に困りますんで、反対されましたっていうこと

を言って欲しいなと思ったりもしました。 

今あるものを便利にしていくのは非常にいいことだとは思いますんで、便

数が増えることについてはちょっと嫌だなと思いますが、いいことだなと

も思います。 

ただ先ほど乗合のことでも言われてましたけど、タクシーの確保、人の確

保もですね、併せてどうしても日中の仕事がメインになってきますんで、

そこの仕事がなくなっていくと、どんどん夜の仕事も、タクシーが回せな

くなる。 

今現在でも 1 台しか動かしてないんですけど、それについても、お店とか

お客さんからはタクシーおらんからどうのこうの言われるんですが、うち

もお客さんいないから増やせないっていうのもありますし、それが同じよ

うに日中もうこれで仕事が減っていくと、またタクシーの台数も一緒に減

っていって、それこそ乗合に回す人なんか、割けないんじゃないかみたい

なことが起きかねないということでもありますんで、ぜひその辺りはちょ

っとバランスを考えて、何かやっていただければなというふうには思いま

す。 

また今現在ですけど市街地を無料で運行する移送サービスみたいなのが、

やってます。それが春先までやると聞いておりますが、さらに聞いてるの

はそっから先も無料でずっと運行していこうみたいなことを聞いておりま

すんで、もうなんかちょっと嫌だなっていう感じしか思っておりません。 

その辺、無料なのでね、行政から文句言う筋合いはないんだと思います

が、行政がそれを推進する方に回ってるんで、ちょっとそれはどうなんだ

ろうっていう部分もありますんでちょっとそこは市の中でもよく考えてい

ただければと思いますのでよろしくお願いします。 

（会 長）  タクシー事業者さんとして非常に大事な話、今出していただいておりま

す。 

やっぱこう全体のバランスみたいなのが当然あって、これが便利になるっ

ていうのは非常にいいんだけど、実は同時にタクシー事業者さんにお願い
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して、やってるサービスもこれからどんどん増えていくんじゃないかなと

思っておりまして、先ほどまでの 1 号から 4 号までの議案ですね。 

あれまさにタクシー事業者さんにお願いして、サービスしてもらうという

ような話ですので、要するに今までのタクシー事業者さんがやってた仕事

から少し軸足が変わってくると。 

市内全体のモビリティというかね、移動手段、これがどうバランスをとり

直すのかっていうようなところを考えなきゃいけないので、「ら・くるっ

と」だけ考えていては実はおかしな話だし、タクシーも今まで通りの仕事

では実はなくなるかもしれない。 

そのあたりも実は事業者さんにもよく説明して、検討していただかなきゃ

いけないし、先ほど今出てました無料の話ですね、無料の話なんかもこれ

かんでるとなると、やはり相当にいろんな人が関わってきますので、影響

しますのでね、ぜひ、ちょっとこう広い視点でバランスをとるということ

を考えていただきたいなと思いました。 

（委 員）  路線の内回り外回りっていう呼び方、これは、利用者にとってしっくりく

るんだろうかというのは、ちょっと思ったんですけど、多分検討段階でい

ろんなプラン検討されたって話あったと思うんですけど、何かこう、呼び

方というか、結局、さっきおっしゃったように、わかりにくさみたいのも

ちょっとはらんでる部分があるじゃないですか。 

そういうのはできるだけ利用者にとってわかりやすく伝えるって大事だろ

うなと思いまして。 

何かネーミングみたいな議論が、今までの過程でありますでしょうか。 

（事務局）  ネーミングにつきましては、これあくまでも仮称で、何かいい案がありま

したら、おっしゃっていただければ。 

「ら・くるっと」もそもそも公募で決まったバスの名前なんですけれど

も、こちらの方も、非常にわかりやすいバスを目指すっていうこととなれ

ば、例えば名前もそうなんですけれども今バスの色が緑色になってますん

で、内回りのルート、例えばオレンジ色にするでありますとか、そういっ

たことで差別化を図ればいいかなというふうには考えております。 

そこの名前につきましては何かいい案がありましたらまた教えていただけ

れば大変助かります。 

（委 員）  私もアイディアを持ち合わせてるじゃないんですけど、多分新見の駅とか

でも結構お客さんから聞かれるかなと思いましたのでちょっと聞いた次第

です。 

あとこれは全然鉄道とは関係ないんですけど新見市の公共交通の体系とし

ては、基本的に市の周りがずっと、さっきも議論してたような乗合タクシ

ーというのをやってて、それをこの市街地に繋いでいくっていう設計にな

ってると思うんですけど、サンパークは、乗り継ぎ拠点となってて、哲多

や新見南部とも繋がるってふうになるんだと思うんですよ。 
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今、多分現状のプランは新見北部は横見でしたかね。 

なんかそういう乗継拠点が決まってたと思うんですよね。 

で、今回その黄色い線のやつが、そこまでたどり着いてないじゃないです

か。 

そうすると、要はその乗り継ぎチャンスが、その人は少なくなっちゃうの

かなと思うんで、北部の乗合タクシーの乗り継ぎポイントのことも合わせ

て議論したほうがいいんじゃないのかなと思いましたので、ご検討をお願

いできればと思います。 

（事務局）  おっしゃられる通り、現在、神郷と新見北部につきましては、横見という

ところまでで、上市市民センターにも行くんですけれどもそこら辺が北限

となっておりますので、せっかくバスが 2 本走るんであればで、内の方に

入れてきていただいたら、回遊性も上がると思います。 

そこら辺につきましても、タクシー事業者やバス事業者と、今後必要に応

じて、検討していかせていただければというふうに思っております。 

（委 員）  私も仕事の関係上、高校生を対象にしておりまして、これぜひいい機会に

してもらいたいなというのが新見市内の子供の数の減少、高校の存続云々

かんぬん、いろいろと出ておりますけど、子供たちが、この放課後にこの

バスを利用しているっていうのはあんまり、登下校に使う生徒がいるんで

すが、寮生などがこれを使ってサンパークの方に行く、或いはカラオケボ

ックスの方に行く。そういう子供たちの放課後の楽しみに利用しているっ

ていうのはあんまり見かけないような気がします。 

遊べ遊べというわけじゃないんですが、ぜひこういう、路線の変更であっ

たり、路線の増設であったり、そういういろいろと、新しくルートをこう

やって決めていただける中で、ぜひ 3 時以降 7 時までぐらいの、時間帯

が、小中高校生を主体にした路線や時刻表にしてもらえれば、利用度が上

がっていくんではないのかなあということを少し感じました。 

あわせて、子供たちがこの「ら・くるっと」の路線図や、時刻のことで、

どれだけ認知しているのかなと。 

それがわからないと利用しようと思っても利用できなくて、また利用する

ときに都合のいい時間帯に走ってないと、結局使わなくなってしまうと、

そういう利便性を上げるための工夫をしていただければ、中高生がより利

用しやすくなっていくんではないのかなというふうに思います。 

また路線についても、ちょっと細かいことなんですが、さっき新設される

路線で、市民グラウンドの手前で、運動公園口まで行くんですが、そっか

ら上へトレーニングジムがあったり、利用する学生もおります。 

運動公園口から、市民体育館までは結構距離がありますので、もしそこま

で行くんなら、ちょっとバスを延ばしてもらった方が利用しやすくなるん

ではないのかなというふうにも思います。 

それから、もう 1 つ、げんき広場に向かう時刻・路線についても、結構プ
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ールとかに行きたい、子供たちもおります。 

そういうことが、ニーズに沿えるようならば、より利用度も高くなってい

くんではないのかなあと。 

共生高校には、留学生がいて、忙しい留学生もおれば、暇な留学生がい

て、今の市民グラウンドで運動したい子、或いはプールに行きたい子、或

いは、ちょっとお買い物にサンパークの方に行きたい子、またはまなび広

場の図書館を利用したい子、そういった子がおりますのでその辺をちょっ

と視野に入れた時刻表を作成いただくと。 

そしてそれをしっかりとアピールしていただいて、利用促進するような働

きかけをしていただくとありがたいなというふうに思っております。 

（事務局）  高校生の、特に寮生ということで、あまりこう新見の地元ではない生徒さ

んですと、「ら・くるっと」っていうのもなじみがなくて、そのままここ

にこられて、あんまり、知る機会もないのかなというのを今改めて感じま

したので、もし叶いましたら、例えば寮生の方を対象にした「ら・くるっ

と」の説明を市が行わせていただくなり、また、チラシを作るなどして、

ぜひご利用いただけるように、市の方も、ＰＲについてはご協力させてい

ただこうと思いますので、ここに居られる方もご協力をお願いできればと

思います。 

（委 員）  私はちょっと現場の視点からお話させていただければと思うんですが。 

色々試行錯誤して道を変えたりする中で、前回のときにもお話させてもら

ったんですけども大学のところも、いろいろと声があったときに、その大

学の方に上がったらどうかなというような話もあったりしたんですが、今

回またしても、通過するだけなんかなというようなこともあったりしたん

で先ほどお話もあったようにやっぱその利便性、考えるんであればもう少

しやっぱりちょっと議論を重ねたほうが、よりやっぱり市民の皆さんの声

を拾い上げた方がいいんじゃないかなというのが 1 つと、それから先ほど

言った第 4 号議案なんですけど、ここで一応休止、もちろんバスなんです

けど、来年の 4 月一応休止という形なんですけどもしそれが例えば復活し

てくれと。今この「ら・くるっと」がずっと運行しているというような場

合になった場合、どういうふうな判断されるんかなというのが、もううち

もそのバスの運転手が先ほど、人数がそろえましたって言われましたけ

ど、もう平均年齢 65 歳ですよ。もう 5 年したら 70 です。 

その 5 年間は持ちますけど、じゃあその 5 年の先はどうするんですかって

いう話がまだ全然見えてこない。 

70 歳の運転手が運行しておると、もう安全面にも、とてもじゃないです

けど、配慮してあげないけんとなると、なかなかさっきも 1 周が 70 分で

すか。今でもおそらく 70 分近く運転してると思うんです。 

ですんで、いろいろと考える要素はいろいろあるとは思うんですが、例え

ばこれがもう来年には運行するんですよいう話なのか、それともまだまだ
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今言う、考えていって、いろんなことを吸い上げてやっていくんか、ちょ

っとその辺のあたりをちょっと聞かしていただければなと思いますんでよ

ろしくお願いいたします。 

（事務局）  まず 1 点目が、公立大学のところですよね。 

確かに先ほどおっしゃられました通り、72 分かかってるのが現状です。 

そこに上がっていくと当然時間も多分かかってくるということと、あと抜

ける道があればですねなかなか現実的な話になるんですけれども、今の段

階で、大学まで上がって回って降りてくるようなこととなるとですね、時

間もかかってくるというところで、意見として今回聞かせていただいて、 

可能であれば、そういったことも検討させていただけたらというふうには

考えます。 

あと、いつからということですね。今回出させていただいて、案を揉まし

ていただいて、一番初めにもちょっと説明させていただいたんですが、令

和 8 年中ぐらいを考えていまして、早く協議が進めば、4 月っていうこと

も考えられますし、なかなかちょっと協議が前に進まないということにな

ればですね、ちょっと遅れると思うんですが、事務局といたしましては、

8 年中、いうことで検討させていただいております。 

（委 員）  あといろいろと走っていただければいいんですけども、いろいろ新設され

とる中で、重複する路線。 

先ほど 1 日当たり何人乗られとるとかいうこと調査されとったと思うんで

すけどこれもう重複も全部含めて 1 日何人、例えば外回り内回りの全部の

乗車人数が 1 日何ぼというカウントするのか、外回りだけ内回りだけの人

数のカウントをしていくのか、その辺の認識はどうなんですかね。 

（事務局）  先ほど調査さしていただきましたのが、まだ内回りっていうのが実際でき

てませんので、外回りのこの緑のルートの実際乗った調査ということでご

ざいます。 

ですので現在のルートでお調べさせていただいたというところでございま

す。 

（委 員）  一応フィーダー系統になると思うんですけど 1 日間おそらく百何人の目標

の数値が出とるんですけど、それ今聞いたのは合算でいくのか、今言った

ように分けていった部分でいくのか。 

重複するところがあるんでそのカウントの仕方いうのが、どういうふうな

感じになるのかなと。 

（専門員）  今この「ら・くるっと」は 1 系統がフィーダー系統になってると、これ皆

さんご認識の通りかと思いますんで、仮にこれを変更して 2 系統を 2 つと

もフィーダー系統にしようとする場合はそれぞれの系統ごとに補助対象に

なりますので、1 つの系統ごとに目標を立てていただくということになり

ます。 

これまだ、先ほどの事務局のご説明の中で本格的な協議は皆さんの意見を
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聞いてからこれからという形をお伺いしておりますけれども、本格協議の

際にはこのフィーダー系統の変更に関する協議もあわせてしていただくよ

うになりますので、そちらの方も一緒にお願いできればと思います。 

（委 員）  その目標値いうのは、別々に考えても、同じ百何人という目標値なんです

か。 

（専門員）  現状の系統が例えば目標 100 あったとして今回、次の変更で運行回数を仮

に 2 倍増やしたとします。 

利用すると、今までの利用実績とかも踏まえて適切な目標値を立てるとい

うことなんですよ。200 にするのか 150 にするのかってのはこの協議会で

また議論していただけたら。 

  今回の変更案、外回りルートでは、フリー乗降区間を設けるということ

で、これあくまでも案ということで予定されておりますけれどもフリー乗

降というと当然切り込みのないような場所であったりとか、あと、若干道

が狭いような場所で、乗客を扱うパターンになるかと思うんですけども、

そのあたりの安全性に関しては、ちょっと専門員の立場として、ぜひ、し

っかりご確認いただけたらなと思います。 

特に小学校だとか中学校が周りにあるような場所におけるフリー乗降に関

しては、子供たちが急に飛び出したりすると、手を挙げてバスを止めると

いうパターンになろうかと思いますので普段止まらないところでバスが停

まるというところになろうかと思いますがそこの辺りは、安全面の配慮と

いう部分に関しては新見の警察署さんとバス事業者の運転手さんに聞いて

いただくのが一番いいのかもしれないんですけどもそこはしっかり、調整

していただいて、皆さんの意見聞いて他の場所もフリー乗降にするんだと

いうことでしたらそこはしっかり押さえていただけたらなと思います。 

（委 員）  先ほど大学上がらないのかって話で上がって中でくるっとして帰ってくる

っていう話があったんですけどそれちょっとそれで思い出したんですけ

ど、社協のところも、駐車場の中入って転回する予定なんかなとは思うん

ですがこの図で見ると、中が多分昔より回すところが少なくなっている。 

ちょっとバス回すのきついんじゃないかなと思うんですがいかがでしょう

か。 

（事務局）  社協につきましては事前に車両を持っていきまして、転回させていただい

たのと、あと社協の事務局長などと相談させていただいて、もし入ること

になったら、今の駐車スペースをもう一度引き直して、バスがバックとか

せずにぐるっと回れるような、線を引くというところまで話が一応できて

るということでございます。 

（会 長）  地元の人じゃないので、できる質問なんですけど、これ、広瀬とか運動公

園口とか行く必要あるんですか。 

          もう行かなくていいんじゃないですかっていう質問なんですけど。 

要はこれ、今見てるとこのオレンジのラインというか内回りというやつ 
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が、22 番 23 番 24 番 25 番と行きますよね。 

この区間でほとんど乗らないみたいな形だと全体の 8 割の方が、この黄色

い内回りのラインの中で移動してますみたいな説明だったんだけど、誰も

乗らないのにひたすら引き回されるっていう、みんなが引き回されるとい

う事態になるんじゃないかなと思って。 

さらに言えば社協ですね。ここもうこんなことする必要あるんですかって

いうのが、質問です。 

今 120 人 1 日乗ってるということが、こうしたときに、これ何人増える

予測を立ててらっしゃるのかと。 

だから、広瀬も含めて路線を増やして、その分移動時間が延びると。 

だから同じ例えば新見駅からサンパークに行こうとしても、数分ずつ、増

えていくわけですよね。 

なのでそれだけのことする価値があるんですかっていう意図なんです。 

（事務局）  まず 22 番の宮地町上から運動公園口までの区間につきましては、24 番の

千丸のところまでは、結構、家があります。 

先ほど共生高校とも近いということで、この辺については需要はおそらく 

あるというふうに見込んでおります。 

ここの地域につきましては、以前から地元の方から要望書が実際出てきて

る地域でございまして、七、八年ぐらい前ですかね、地元の方で、要望書

出していただいたというような経緯もございます。 

そこで会議にその時もかけさせていただいて、1 台ではちょっと時間的に

無理ということで、却下ということになった経緯もござのあるところでご

ざいます。 

もう 1 つの、社協につきましては、社協に実際行かれる方もおられるんで

すけれども、社協のちょっと下の方にですね、県営住宅というのもござい

まして、こちらにはちょっと書いてないんですけれども、需要としては、

幾らかあるのではないかというふうに思います。 

最後の広瀬のところですけれども、今現在石蟹駅で運行を終えたバスにつ

きましては、防災公園 49 番のところで、休憩を挟んで、次の運行に備え

ているというのが現実です。どっちにしてもこの、休憩のところの防災公

園に行くということになりましたら、この 46 番の石蟹下ですけれども、

こちらの方は、近くに病院にがありまして、こちらの方にも行く需要もあ

ると思います。 

ということで、ここをちょっと時間かかるんですけれどもぐるっとまわし

ていただいて、行ってはどうかというところで案を作らせていただきまし

た。 

（会 長）  要するに何人になるんですか。 

（事務局）  人数につきましては何人っていうのが、なかなかちょっと計算できないと

こといいますかわからないところなんで、そこは試算といいましてもそこ
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まではできてないのが現状です。 

（会 長）  近くに家があるから乗ってくれるだろうみたいなの非常に甘くて、いや家

あるけど今そこにいる人はバスなしで動いてるわけなんですよね。 

そこに走ったところで急に乗りますかみたいな話が一方であって、こうい

った瞬間に数分ずつ毎回毎回かかるみたいなところもあるので、これ本当

に大丈夫なのかなということなんですけどね。 

もう 1 つはこれを外回りと言ってる、例えば 25 番まで行くやつね。 

もう新しいところ全部外回りでぱさっとやっちゃうみたいなのも 1 つの手

かなとも思うんだけど、そうすると今度は往復の時間が 90 分台に伸びる

んでしたっけ。 

ですので、1 日のこの運行回数がどれぐらい減るのか。そこを本当はシミ

ュレーションして欲しいんですね。 

黄色でやったところは実は頻度がものすごい増えるんじゃないかとかいう

ようなところもあって、特徴がはっきりとわからなくなるんですよこれ。 

黄色がその運動公園までいっちゃうと、どっちも長いみたいな話で、片方

はこっちへ行くけどもう片方はいけないみたいな話になって、実は結構わ

かりにくいなみたいなところもあって、8 割の人がもうほぼそこで動いて

るんであればそれ用のピストン便っていうか早いやつを出して、広域便み

たいな感じでね、緑で走らせるみたいなやつだって本当はあるかもしれな

い。ただ同じ道通ってるんであんまりこう差別がどっちにしてもできにく

いんですけど。 

少しこう考える余地あるんじゃないのかなっていうような気はしました。 

やっぱり数字として、本当に当たるかどうかは別にしてですね、そこにど

れぐらい住んでいらっしゃって、今までのところは人口千人当たり何人ぐ

らい乗ってくれてるから、今度増やすとこれぐらい増えることを期待して

ますぐらいの説明欲しかったなと。 

          実際そこで調査してくれっとまでは言ってないんですけどシミュレーショ

ンぐらいはできるんじゃないかなと思いますので、次回までに、少しそこ

も踏まえて考えていただきたいな。 

あんまりお客さん乗らない 1 日 1 人か 2 人なのに毎回毎回こう入っていく

っていうのは、多分乗ってる人、相当嫌がる話だと思いますので、よろし

くお願いします。 

（委 員）  すいません今の話と重複するような話なんですが、その話でいくと 22 か

ら 25 の間もすでに備北バスが走られてると思うんで、そこの乗降状況と

かは調べられるんじゃないかなと思いますんで、そっから引っ張ってくれ

ないのかなと思ったりもしますし、その要望があっても乗らなかったもよ

くある話だと思うんでその辺もちょっと気になるところでありますんで、

しっかり検討していただければと思います。 

（委 員）  「ら・くるっと」に乗ったことがないので、一生懸命考えるんですけど想
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像が全然できないんです。 

例えば内回り外回りと仮に決まったときに、試行というか、ある期間をや

ってみるとか、それでまた見直してみるとかいうような話はないんです

か。 

（事務局）  試行運転は、確かにおっしゃられる通り、乗合タクシーでもですね、実証

運行を 1 年間させていただいて本格運行ということもありますので、その

考え方は、実証運行で入れて、それでやって、意見を聞いた上でっていう

のは、大いに考えられることなんで、検討さしていただければと思いま

す。 

（委 員）  一番初めのところでもう検討されてたようなんですがやっぱり北回り便、

南回り便で分けてしまったほうがいいんじゃないかなと。 

先ほど高尾の方から南の方まで引き継ぎで乗っていかれる方が 4 割ぐらい 

て言われましたね。 

多いということで、それはちょっと、検討やめられたようなんですが、乗

り換えにしても、そもそも安いのでそこは行っていただけないのかなとい

うことはできないんでしょうか。 

あとは降りるときに乗り継ぎますよって人には何かチケットですとかって

いうこともできないんでしょうか。 

（事務局）  確かに、100 円という料金は安いんで、あれなんですけど、ちょっと今回

この場では書かなかったんですけれども令和 5 年の 10 月ですかね、法律

が改正になりまして、今度こういう路線を変更とかする場合には、運賃の

協議ということで、この会議とは別に運賃協議会というのを立ち上げまし

て、協議を行うというふうになりました。 

新見市内のこの会議もそうなんですけれども、その会議っていうの今まだ

1 回目やったことがないんです。 

ですから今回路線をいじるイコールお金も、議論してくださいねっていう

ことになってますので、その場でまた、今回ではないんですけれども、次

回大体のルートが決まりましたら、そういう会議の場でですね、100 円に

するのか、もう少し高くするのか安くするのかっていう場で、実際乗り継

ぐときには、こうするとかいうことの議論は出てくると思います。 

委員さんがおっしゃった通り、乗り換えを考えなければ確かに、すごいい

いことかなと思うんですけれども、乗合タクシーをずっと運行して事業者

さんとかに聞いていってる中で、非常に乗り換えをやっぱり嫌がられると 

いうような傾向もありまして、そこをどういうふうに生かしていこうかな

というところは今後の検討課題でありますので、今の北南ルートの方がい

いっていうのは、1 つの案としてまた検討さしていただければというふう

に思います。 

 

【協議事項継続審議】 
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５. その他 

   （事務局）  今日の議題ではないことなんですが、今年度新見市制施行 20周年を記念し

まして、にいみ公共交通フェスタというものを、11月 22日の土曜日、この

南庁舎の駐車場をメイン会場にして、開催する予定としております。 

主なものとしましては、芸能人を呼んで、鉄道関係のトークをしていただ

くものと、子どもが喜ばれるミニサンライズ号っていうのをＪＲ山陰支社

から借りてきまして、そういった運行ですとか、市内の「ら・くるっと」

や、乗合タクシーなんかの展示などを予定しておりますので、委員の皆さ

んまたパンフレットといいますかチラシができましたらご案内さしていた

だきますので、ぜひご参加いただければと思いますよろしくお願いいたし

ます。 

（委 員）  今芸備線の関係で、週末哲西で乗合タクシーを運行しているということを

ちらっと聞いたんですが、現状利用があるんでしょうか。 

（事務局）  最終的に数字をもって判断するような部分にはなるかと思うんですけど実

際、運行してないときも、土日の乗合タクシーを運行してくださいという

要望は、かなり出ておりました。 

それも含めて、今回、土日に乗合タクシー実証運行しているんですが、日

によって人数ばらつきがありますが、概ね土曜は少し利用があって、日曜

はほとんどいないといった現状です。 

土曜日はお昼まで診療所が開いていたりというのも、理由かもしれません。 

（委 員）  その間、何かその地域でイベントがあったりしてそこで特別利用されたと

かっていうことも特にはないですかね。 

（事務局）  今の時期、芸備線の実証事業期間中にまず周遊バスを走らせているので、

基本的にそれで駅と道の駅と鯉が窪湿原をつないでおりますんで、まず普

通に電車から降りられた方は、周遊バスを利用していただくのかなと思っ

てます。 

その中で、乗合タクシーは、例えば、三光正宗さんに行ってみるとか、ち

ょっとそのルートにない若山牧水のとこに行ってみるとかっていう利用の

仕方を想定していたんですが、なかなか皆さんの周遊バスには乗っていた

だいてるんですが、市外から来た特に観光の人はあまり、乗合タクシーに

は乗っていただいてない状況で、おそらく多分利用されてる方が、発着地

を見ると自宅とかとなっているので、哲西の方なのかなと思われます。 

（委 員）  先ほどの哲西の乗合タクシーを土日運行されているっていうのは、哲西支

局管内の人たちへのＰＲは、どんなふうにされたのかというのと、それか

ら、同じく乗合タクシーが土日に動いているんでさっき、観光客の方も何

か利用できるいうようなお話をされてましてね。それは、観光客の方への

周知の方法はどんなふうに、されていたのかなっていうのを教えていただ

きたいんです。 

先ほどの井倉駅から満奇洞っていうお話も出てましたけど、それも同じよ
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うに、観光客の方に乗合タクシーが利用できるっていうのを周知するって

いうのが、非常に難しいなっていうのわかるんですけど、そこのところが、

できると、今回の哲西も、満奇洞への利用も、うまく使っていただけるん

じゃないかなと思うんですが、どんなふうな方法で周知をされたのか教え

てください。 

（事務局）  哲西地域の方への周知につきましてはまず、一番最初は、チラシで、実証

運行が始まりますというところに合わせて、二次交通で周遊バスを運行し

ます、乗合タクシーを土日祝日にも運行しますということで、周遊バスに

ついてはダイヤ、乗合タクシーについては時間なんかを、記載したものを、

チラシを各戸に配らしていただきました。 

それで、7月の上旬に配った次第でして、その後、8月の市報に載せて、こ

れは市内全域の方に周知させていただいております。 

さらにですね来訪者の方も含めて、インターネット、市のホームページの

方にも掲載しておるんですが、なかなかそれが十分かと言われれば、まだ、

周知の方法もあろうかと思います。 

また、ＪＲさんにも協力いただきまして、岡山駅、倉敷駅、米子駅にも、周

遊ルート、この便で来ていただいたらこういうコースが楽しめますよとい

うルートを記載したようなチラシを置いて置かしていただきまして、実際

来ていただいた方で話を聞いたらチラシ見たルートを辿ってるんですとい

うようなお話もありましたので、そういう広報がなかなか、たくさんの人

が来てないのは、現状なんですけどＰＲも、見てきていただいてる方もい

らっしゃるということで、できるだけまた今後も広報は力を入れていきた

いなと思っております。 

（委 員）  芸備線を利用するいうことで、哲西も、結構今から 10月、11月と、結構大

きなイベントをして、10 月はハロウィンのイベント、それから 11 月は肉

の日っていう、イベントがあって、新見から矢神駅に降りて道の駅までの、

二次交通を使っていく。そして一生懸命もう哲西地域の人もみんなもう、

みんなで芸備線を使うっていうんで、備後落合までみんなでグループで行

ったり、何でも乗ったりしてみんな利用するようなことはみんなやってお

ります。 

それだけ芸備線も大切だなっていうのがみんなもう思ってますのでみなさ

んもよろしくお願いします。 

（会 長）  芸備線先ほどの報告事項でも報告していただいたような話今動いておりま

すので、ぜひですね、皆さんも乗る機会あれば乗っていただきたいなと思

います。 

何かイベントがあったときだとか、この廃線の議論になると、全国から無

くなる前に乗っておこうっていう人がやたら来るんですね。 

問題はそこじゃないんですよ。 

地元の人が乗るようになったかどうかがポイントで、そこを見誤るとろく
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なことにならないので、ぜひ、今たくさん乗ってるからいいやじゃなくっ

て、あの人たちは、無くなるから来てるんで、そうではなくて地元の人た

ちがどれぐらい乗るようになったかなっていうのを、そこを意識していた

だきたいなというふうに思います。 

 

６. 閉 会 

 

以上 


